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医師会館

医政連盟iζ関して、次期参院総選挙の準。定例理事会

備iζついて。7・30PM4月 5日(火)

。定例総会医師会館

3・OOPM4月 16臼(土〉0報告・4項

松原)~浅江虹ケ浜光市制 40周年記念式典Kおいて、

定款第幻条により、昭和田年度光市医師光市医師会が丘彰され、表彰状並びiζ

会定時総会を開催された。記念品を授与されあ。

竹中副会長凶会の乙とばをのべ、大野医政連盟lζ倒して、自民党lζ入党問2 

会長挨拶の後、問尻議長按拶、議事録署題について現状報令。

名委員指名。0協議事項

0議案審議定例総会lζ関する諸問題

昭和57~度~'j~::t報特〈承認第 1号議案午後 3時から、3月16日日時イ

大野会長より報告。事項)懇親会を 5時からとす。

昭和町年度会計報告(承認第 2号議案議題の順醤と各fEJ.当並びiと準備iζロ

竹巾副会長より歳入歳事項)ついて。

決算九の報告あり。来賓の相待と接待について。ノ、

監事より会計監引のじ問題ない乙と

を報告す為。

昭和57年度光市医師会決算占の内容

検討

2 

附和57~f皮納税総l令収支報第3号議案各項口について品明と討議あり。

渡辺長雄会員告(報告が項)昭和田年度予713話、ギ業計両案の内3. 

より収文報告あり。容検討

田民議長より、第 l、第 2、第3号議特iζワードフロセッサーの購入の是

案について質疑を求めたが、異議なく全非及び購入h"法について。

員賛成の拍手lζて原案通り本認された。医療・H故紛争対策lζ関する諸費用等4. 

昭務158年度~~業計画案(決第4号議案Kついて

大野会長より議事項)の説明県議会議員選挙に関して5. 

後記
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光rli制施行40周年iζ関連しての広告6. 
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第 55J議案 昭柏58年度収支予算案(決

i集中尉) 竹中副会長より具体

的に内存趣旨説明あり。

fi議実.占みなく今品質成の拍手iζて、原

案通りょゑ認された。

第6号議案 総会決議権限の委任につい

て〈決議ギ項) 大野会長より

会出の噌徴を伴わない予算の補

11:は 「理ギ会の決議iζ委任すもl

と従業説明し、全員賛成で決議

点"忍された。

終了 4時 20分

続いて午後5時より懇親会を開催、水木

市長はじめ市側から、賀根教育長、議永市

民部長、山本原境衛生課長、田越消:坊長、

弘社会福祉;p:窃所課長と、新田警察署長の

来賓を招いて賑やかな安会lζ続いて二次会

へと流れ、無;長総会を修 fした。

昭和 58年度

1983 

乙とは当然あてはまるものと考えます。医

療費高騰の責任を一元的に医師K指向して、

作為的とも思われる医師会非難のキャンベ

ンは依然として後をたちません。 cれに対

する回答は、正しい学術的対応と地域社会

において砧・極的地域医療えの協力を通じて

、地域住民の信頼と敬愛を楼得する;事が第

一lζ緊要なととと与えます。

日本医学会総会の内容を総括しますと、

@ 光市医師会事業計画の基調 医師である苦々がや何学び、将来何をなす

4月初旬、日本医学会総会が大阪に於い

て開催されました。主要テーマは、医一科

学と人間(品和の医学、実践の医学、創造

の医学)であります。最近の目を見張り驚

く程の医学の進捗発展(医療に関係した生

物学理工学等自然科学の進歩は、医学iζ急

速な変化をきたし、医療の社会iζ於ける役

割も益々大きくなりつつあります。地域医

師会の医療及び地域活動においても、乙の

べきかを実によく不しておると考える次第

であります。従って生紙教合'としての臼進

月広の医学の進歩lζ沿って、医学医療を通

じて地域社会iζa献する乙と乙そ、若々医

師会の使命と考えるものであります。 ζ れ

等の目的を遂行するためには、医師会員相

互の信頼と協調が何より軍要であり ます。

皆様の御支援のもと、一致協bして医師会

発展の為、努力致したい所存であります。
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市制施行40.周年記念式典に於いて

光市医師会並びに前田俊男先生表

彰さる

4月 1臼 光市民ホールiζ於いて市街j施

行40周年記念式典が行なわれた。その式典

iζ於いて、光市民師会は f昭和お年発足以

来、 35年の長期にわたり地域医療の向上と

保健衛生思偲の普及に尽力。特iζ市立学校

の校医、予肪接極事業、各種健康診査事業

、在宅当醤医制度、救急医療など地域の医

療行政の充実iζ寄号された功績は顕著であ

る。 Jとして衛生功労の留門K於いて表彰

1983 

下松市民会館第 2会議室

講師 山口県医師会即事

後 克如先生

鈴木 朗先生

大野会長、医師会を代点して受彰さる。 あと カt き

また、 f昭和沼年から初年間の長期iζわ

Tこり、県立光高等学校、市立小中学校の耳 なにをやっていても、 イドは一年であっ

鼻科技医として、児車生徒の健康管理と保 てたちまち過ぎ去ってしまいます。忙しく

健衛生思想の普及に寄与された功績は顕著 ても待ってくれるぷもなく、アッとえう間

である。 Jと、前田俊男先生は衛生功労者 もみりません。今年の総会も無事に済みま

として表彰された。 したけど、大野会長、竹中副会長さんは大

変でしたでしょう 。間!苫労さまでした。

。下松市 ・光市医師会合同医事紛争対策講

習会

4月28日( 本) 7・30PM

-4-

発行所

(伊j蕗)

光 市 医 師 会
T E L 0833 72-2234 

発行行 大型f 京 二

編朱行 会組編集委員会

印刷所
光 Ili御崎町

中村印刷株式会社


